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（懐かしの校舎は今）

三次市議会のホームページもご覧ください。 表紙の説明は最終ページにあります。

　http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp 三 次 市 議 会

AndroidiOS

「マチイロ」アプリでスマホからも
議会だよりをご覧いただけます。▶ 令和４年第１回臨時会‥‥‥‥‥‥  2

▶ こんなことが決まりました‥ ‥‥  4
▶ 委員会審査‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  6
▶ 市政を問う（一般質問）‥ ‥‥‥‥  7

令和 4 年 6 月定例会終わる

みよし

市議会だより



　第 1 回臨時会を、5月13日（金）に
開催しました。議長及び副議長の
選挙、2 年間の任期満了にともない、
常任委員の選任がありました。

総務部、経営企画部、地域振興部、危機管理監、情報政策監、支所、会計課、議会事務局、選挙管理
委員会、監査委員及び公平委員会の所管に属する事項並びに他の委員会に属しない事項

後列左から：藤井 憲一郎（ともえ）、宍戸 稔（清友会）、齊木 亨（真正会）、徳岡 真紀（明日への風）

前列左から：竹原 孝剛（会派 未来）、委員長：横光 春市（真正会）、副委員長：中原 秀樹（公明党）、小田 伸次（ともえ）

所　管

市民部、福祉保健部、子育て支援部、市民病院部及び教育委員会の所管に属する事項

後列左から：山田 真一郎（清友会）、掛田 勝彦（明日への風）、月橋 寿文（ともえ）、黒木 靖治（公明党）

前列左から：杉原 利明（真正会）、委員長：保実 治（清友会）、副委員長：藤岡 一弘（明日への風）、大森 俊和（会派 未来）

所　管

議長：山村 惠美子　副議長：藤井 憲一郎

新体制になりました議　長
副議長

総　　　務
常任委員会
（8 人）

教 育 民 生
常任委員会
（8 人）

令和４年第１回臨時会
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産業振興部、建設部、水道局及び農業委員会の所管に属する事項

後列左から：増田 誠宏（明日への風）、新田 真一（会派 未来）、伊藤 芳則（無所属）

前列左から：鈴木 深由希（真正会）、副委員長：重信 好範（清友会）、委員長：弓掛 元（ともえ）、新家 良和（ともえ）

所　管

＊議長は常任委員会に所属していません。

決
ま
っ
た
こ
と

【
一
部
改
正
さ
れ
た
条
例
】

◆
税
条
例 

◆
都
市
計
画
税
条
例 

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
令
和
４
年
３
月
31
日
に
公
布

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
改
正
す
る
。

主
な
内
容
は
、
商
業
地
等
の
令
和
４

年
度
の
課
税
標
準
額
の
上
昇
割
合

（
前
年
度
比
）
を
２・５
％
ま
で
に
抑

制
、
浸
水
被
害
の
軽
減
を
目
的
と
し

て
法
律
上
の
指
定
を
受
け
た
貯
留
機

能
保
全
区
域
内
の
土
地
に
係
る
課
税

標
準
額
を
、
３
年
間
４
分
の
３
と
す

る
こ
と
を
規
定

◆
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎
課
税
額

等
に
係
る
課
税
限
度
額
を
医
療
保
険

分
に
つ
き
63
万
円
か
ら
65
万
円
に
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
に
つ
き
19
万

円
か
ら
20
万
円
に
改
正

全
員
一
致

全
員
一
致

議会運営委員会

所管：議会運営について協議し、意見調整を図る

後列左から：増田 誠宏・月橋 寿文・藤岡 一弘・弓掛 元・横光 春市
前列左から：保実 治・竹原 孝剛・宍戸 稔（委員長）・黒木 靖治（副委員長）　 

　　　　　　　　鈴木 深由希

広報広聴常任委員会

所管：議会だよりの編集、議会報告会の企画立案等

後列左から：山田 真一郎・重信 好範・中原 秀樹・藤井 憲一郎
前列左から：徳岡 真紀・新田 真一（委員長）・月橋 寿文（副委員長）

　　　　　　横光 春市

予算決算常任委員会
委 員 長：杉原 利明（左側）

副委員長：掛田 勝彦（右側）

所管：予算および決算に関する事項

広島県後期高齢者医療
広域連合議会

保実　治
所管：広島県後期高齢者医療に関
　　　する事項

産 業 建 設
常任委員会
（7 人）

全
員
一
致
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■
財
産
の
無
償
譲
渡
及
び
無
償
貸
付
に
つ
い
て

■
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

■
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に
関
す
る
意
見
書

こんなことが決まりました 　６月定例会を６月17日（金）から７月１日（金）まで開催し、
議案7件を原案のとおり可決、陳情１件を不採択としました。

条
例
の
一
部
改
正

■
三
次
市
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
政
策
実
現
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

陳　
　

情

補正予算の概要はこちら
６月補正予算をご覧ください

（◆は新型コロナウイルス感染症対応分）

383億7,169万3千円
1億3,354万6千円追加

令和4年度　一般会計予算の補正（第58号）

補正額

総額

使い道

◆新型コロナウイルスワクチン接種事業　　　　　　

◆子育て世帯生活支援特別給付金給付事業

　　　7,604 万 6 千円

　　　5,750 万円

■
三
次
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
三
次
市
集
出
荷
貯
蔵
施
設
等
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

全
員
一
致

そ
の
他
の
議
案

全
員
一
致
で
不
採
択

議案の内容はこちら

決議・意見書等はこちら

意
見
書

387億2,449万3千円
3億5,280万円追加

令和4年度　一般会計予算の補正（第59号）

補正額

総額

主な使い道

・橋梁改良事業　　　　　　

・奥田元宋・小由女美術館リニューアル事業

・市道法面改修事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

≪繰 越 明 許 費≫　　　１件　小中学校老朽化対策事業

≪債務負担行為≫　追加１件　奥田元宋・小由女美術館

                                          リニューアル事業

≪地 方 債≫　変更３件　道路橋梁維持事業ほか

　2 億 2,300 万円

　1 億 2,330 万円

　　　 　500 万円

388億8,910万6千円
1億6,461万3千円追加

令和4年度　一般会計予算の補正（第60号）

補正額

総額

使い道

◆新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業　　　　　　

・子育て世帯生活支援特別給付金（大学生等世帯分）支給事業

・企業版再エネ・省エネ設備等導入支援事業

・家庭版再エネ・省エネ設備等導入支援事業

・ウクライナ避難民生活支援金支給事業

・畜産飼料価格高騰対策支援事業

・社会福祉施設等原油価格高騰対策支援事業

・運送事業者等原油価格高騰対策支援事業

　1 億 6,461 万 3 千円

　　　　302 万円

　　　1,000 万円 

　　　1,056 万 4 千円

　　　　234 万円

　　　5,019 万 4 千円

　　　3,000 万円

　　　5,849 万 5 千円

　新型コロナウイルスの感染拡大の防止
と感染拡大の影響を受けている地域経済
や住民生活の支援などを通じた地方創生
を図ることを目的とした交付金
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予
算
審
議

市立三次中央病院建替等調査特別委員会
（定数 8 人）

こんなことが決まりました令和４年
６月定例会

　

定
例
会
で
、予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
審
査
付
託
と
な

り
ま
し
た
議
案
２
件
に
つ
い
て
、６
月
29
日
に
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

【
付
託
議
案
】

　

議
案
第
59
号　
令
和
４
年
度
三
次
市
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
３
号
）ほ
か
１
議
案

【
審
査
結
果
】

　
い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決　

【
議
案
に
対
す
る
指
摘
及
び
意
見
】

　

議
案
第
59
号
の
奥
田
元
宋
・小
由
女
美
術
館
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
事
業
に
つ
い
て
は
、今
後
も
計
画
性
を
も
っ
て
施
設

改
修
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
議
案
第
60
号
「
令
和
４
年
度
三
次
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）（
案
）」の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
関
連
事
業
に
あ
た
っ
て
は
、交

付
金
の
使
途
に
疑
念
を
持
た
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、制

度
周
知
を
図
ら
れ
た
い
。

　
ま
た
、再
エ
ネ
・省
エ
ネ
設
備
等
導
入
支
援
事
業
は
、設

備
、製
品
等
の
納
期
の

遅
れ
に
対
し
て
の
弾

力
的
な
運
用
、地
域
で

資
源
や
お
金
が
循
環

す
る
仕
組
み
に
つ
い

て
検
討
す
る
と
と
も

に
、補
助
内
容
の
市
民

へ
の
周
知
も
含
め
、円

滑
な
事
業
推
進
を
図

ら
れ
た
い
。

予算決算常任委員長報告の様子

委
員
長
報
告
の
全
文
は
こ
ち
ら

か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

全国市議会議長会及び中国市議会議長会
表彰状について

後列左から：
山田 真一郎（清友会）、増田 誠宏（明日への風）、
重信 好範（清友会）、中原 秀樹（公明党）

前列左から：
小田 伸次（ともえ）、委員長：新家 良和（ともえ）、
副委員長：竹原 孝剛（会派 未来）、齊木 亨（真正会）

市立三次中央病院建替えに関する事項所管事務

審査が終了するまで調査期限

市立三次中央病院建替えに関する調査研究を
行うため、市立三次中央病院建替等調査特別
委員会を設置しました

全国市議会議長会及び中国市議会議長会
表彰状について
令和４年６月１７日（金）本会議終了後、議長室で
伝達式を行いました。
令和４年度の表彰者は表のとおりです。

全国市議会議長会　（基準月─令和４年４月）

一般表彰 １０年以上（議員）
齊木　　亨
山村惠美子
鈴木深由希

感謝状（国と地方の協議の場等
に関する特別委員会） 新家　良和

中国市議会議長会　（基準月─令和４年5月）

普通表彰 ３年以上（正副議長） 新家　良和
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定
例
会
で
、各
常
任
委
員
会
に
審
査

付
託
と
な
っ
た
議
案
等
に
つ
い
て
、

６
月
23
日
～
27
日
に
各
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

【
付
託
議
案
】

　

議
案
第
55
号　
「
三
次
市
税
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
（
案
）」ほ
か
１
議
案

【
審
査
結
果
】

　
い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お

り
可
決

【
所
管
事
務
調
査
】

 

・ 

三
次
小
学
校
改
築
に
つ
い
て

 

・ 

新
学
校
給
食
調
理
場
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

 

・ 

学
校
給
食
費
に
つ
い
て

【
付
託
議
案
】

　

議
案
第
56
号　
「
三
次
市
集
出
荷
貯
蔵
施
設

等
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
（
案
）」ほ
か
１
議
案

【
審
査
結
果
】

　
い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お

り
可
決

【
所
管
事
務
調
査
】

 

・
三
次
市
下
水
道
使
用
料
等
検
討
委
員
会
の

審
議
検
討
結
果
に
つ
い
て

【
議
案
に
対
す
る
指
摘
及
び
意
見
】

　
議
案
第
61
号
「
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更

に
つ
い
て
（
準
用
河
川
五
龍
川 

貯
留
施
設
整

備
工
事
）」は
、必
要
な
工
種
等
が
可
能
な
限
り

当
初
の
計
画
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、設
計
の
精

査
に
今
後
も
努
め
ら
れ
た
い
。

【
付
託
議
案
等
】

　

陳
情
第
２
号　
「
三
次
市
の
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
政
策
実
現
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
」

委
員
会
審
査

各
常
任
委
員
長
報
告

産
業
建
設
常
任
委
員
会  

６
月
24
日
開
催

教
育
民
生
常
任
委
員
会   
６
月
23
日
開
催

総
務
常
任
委
員
会　

 

６
月
27
日
開
催

　定例会では、１日１常任委員会のケーブルテレビ
中継を実施しています。ぜひご覧ください。

委員会中継実施中
※インターネット配信及び再放送は行っていません。

各
委
員
長
報
告
の

全
文
は
こ
ち
ら

【
審
査
結
果
】

　
全
員
一
致
を
も
っ
て
不
採
択

【
所
管
事
務
調
査
】

 

・
携
帯
電
話
の
不
感
地
域
の
現
状
と
そ
の
取

組
に
つ
い
て

【
議
案
に
対
す
る
意
見
】

　

  

※
紙
面
の
都
合
上
、意
見
の
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
陳
情
第
２
号
は
、陳
情
者
が
訴
え
る
本
市
の

少
子
化
に
伴
う
人
口
減
少
に
対
す
る
危
機
感
に

つ
い
て
は
、委
員
会
と
し
て
も
大
き
な
課
題
と

し
て
共
通
の
認
識
で
あ
り
、問
題
提
起
い
た
だ

い
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　
た
だ
、委
員
か
ら
は
「
多
様
な
生
き
方
が
尊

重
さ
れ
つ
つ
あ
る
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、結

婚
を
前
提
と
し
た
施
策
よ
り
も
、事
実
婚
へ
の

理
解
や
男
性
の
育
児
へ
の
参
加
な
ど
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
た
施
策
が
必
要
で
は

な
い
か
」、「
こ
れ
ま
で
賃
金
が
上
が
っ
て
い
な

い
社
会
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
る
。経
済
的
な

安
心
・
安
定
を
求
め
、結
婚
や
出
産
に
対
す
る

経
済
的
負
担
を
取
り
除
く
、国
全
体
と
し
て
の

施
策
の
推
進
が
急
務
で
あ
る
」、「
一
時
的
な
金

銭
給
付
に
よ
っ
て
結
婚
す
る
人
が
増
え
る
と
は

思
え
な
い
し
、結
婚
と
い
う
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

部
分
に
行
政
が
係
わ
る
こ
と
に
も
限
界
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
」と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
る

な
ど
、提
案
さ
れ
た
内
容
に
果
た
し
て
ど
れ
だ

け
の
ニ
ー
ズ
が
存
在
す
る
か
疑
問
が
あ
り
、事

業
効
果
は
薄
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
。さ
ら
に
、提

案
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
で
、人
口
減
少
が
緩

和
す
る
と
さ
れ
る
根
拠
が
明
確
で
は
な
い
と
の

理
由
か
ら
不
採
択
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
と

全
員
一
致
で
決
し
た
。

執行部に質疑を行っている様子
（教育民生常任委員会）

執行部に質疑を行っている様子
（産業建設常任委員会）

陳情者から説明を受ける様子
（総務常任委員会）

2022（令和4）年8月10日発行 6



市政を問う

　

地
方
自
治
体
に
も
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ（
証
拠
に
基
づ

く
政
策
立
案
）の
視
点
が
必
要
で
あ
る
。第
４

次
三
次
市
行
財
政
改
革
推
進
計
画
に
は
デ
ー

タ
の
活
用
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
が
、今

後
、デ
ー
タ
を
行
財
政
改
革
の
推
進
に
ど
の
程

度
活
用
し
て
い
く
つ
も
り
な
の
か
本
市
の
考

え
を
問
う
。

　

令
和
２
年
11
月
改
訂
の
三
次
市
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
に
本
市
の
人
口
推
計
が
示
さ
れ
て
い

る
。本
市
の
人
口
の
減
り
方
の
特
徴
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。減
少
す
る
こ
と
で
ど
の
よ
う
な

マ
イ
ナ
ス
を
生
む
の
か
。今
後
の
人
口
の
推
移

を
ど
う
見
て
い
る
の
か
を
伺
う
。

　

国
に
お
い
て
も
、先
般
閣
議
決
定
さ
れ
た
、

い
わ
ゆ
る
「
骨
太
の
方
針
」で
、「
効
果
的
・

効
率
的
な
支
出
と
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
徹
底
強
化
」

に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
お
り
、本
市
で
も
、行

財
政
改
革
に
お
け
る
各
取
組
や
政
策
立
案
に

お
い
て
、引
き
続
き
、現
状
把
握
や
目
標
設

定
、効
果
の
把
握
な
ど
、市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

や
各
種
統
計
情
報
、業
務
上
か
ら
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
を
活
用
し
て
い
く
。

　

人
口
減
少
の
要
因
と
し
て
は
、死
亡
者
数

が
出
生
者
数
を
上
回
る
自
然
減
の
幅
が
拡

大
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
加
え
、進
学
・
就
職

に
よ
る
若
年
層
の
転
出
超
過
な
ど
に
よ
る

社
会
減
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。こ
れ
に
よ
り
、あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の

担
い
手
不
足
や
、消
費
活
動
や
産
業
活
動
の

縮
小
、税
収
減
に
よ
る
行
政
活
動
の
縮
小
な

ど
を
引
き
起
こ
し
、ま
ち
の
活
力
低
下
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱
体
化
な
ど
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
る
。今
後
は
、各
部
署
に

お
い
て
、人

口
減
少
に

歯
止
め
が

か
か
る
効

果
の
実
現

を
め
ざ
し
、

継
続
し
た

取
組
が
必

要
で
あ
る

と
考
え
る
。

行
財
政
改
革
に
お
け
る
デ
ー
タ
を
活
用

す
べ
き
で
は

人
口
減
少
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か

引
き
続
き
、業
務
上
か
ら
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
を
活
用
し
て
い
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
る
効
果
の

実
現
を
め
ざ
し
、
継
続
し
た
取
組
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る

宮
脇
経
営
企
画
部
長

宮
脇
経
営
企
画
部
長

令和４年６月定例会　一般質問

　6 月定例会では、14 人が市政をただしました。質問と答弁の一部を紹介します。
　また、ホームページでは一般質問の日程や質問内容の一覧も公開しています。
　議会終了後には会議録や本会議の録画映像もご覧いただけます。

１　掛田　勝彦（明日への風）
２　増田　誠宏（明日への風）
３　藤岡　一弘（明日への風）
４　徳岡　真紀（明日への風）
５　齊木　　亨（真正会）
６　横光　春市（真正会）
７　鈴木深由希（真正会）
８　新田　真一（会派　未来）
９　山田真一郎（清友会）
10　宍戸　　稔（清友会）
11　保実　　治（清友会）
12　黒木　靖治（公明党）
13　伊藤　芳則（日本共産党）
14　小田　伸次（ともえ）

一般質問一覧

詳細はこちらにアクセス
三次市議会

三次市役所本庁舎

※二次元コードから各議員の一般質問の録画映像を見ることができます。

質問1答弁1

質問2答弁2

掛
かけ

田
だ

勝
かつ

彦
ひこ

明日への風

動 画
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先
般
、５
月
10
日
に
中
国
市
長
会
が
行
わ

れ
、ロ
ー
カ
ル
線
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
、

情
報
交
換
を

行
っ
た
。三
次

市
と
し
て
も
芸

備
線
や
福
塩
線

の
実
態
を
踏
ま

え
て
発
言
し
、

地
域
の
実
情
を

訴
え
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。自
治

体
単
独
に
よ
る

要
望
も
も
ち
ろ

　

上
下
分
離
方
式
な
ど
専
門
的
な
こ
と
も
含

め
、
し
っ
か
り
と
調
査
研
究
し
考
え
を
持
つ
必

要
が
あ
る
。
中
国
５
県
を
は
じ
め
、
多
く
の
沿

線
自
治
体
の
中
心
と
な
り
、
団
結
し
て
国
・
県

へ
の
要
望
や
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
の
今
後
の
協
議
・

交
渉
を
行
う
必
要
が
あ
る
が
考
え
を
伺
う
。

　
「
が
ん
ば
る
中
学
生
の
英
語
学
習
応
援
事
業
」

に
よ
り
、英
検
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
生
徒
が

増
え
、英
語
へ
の
学
習
意
欲
と
児
童
生
徒
の
英

語
力
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
た
と
考
え
る
。本

事
業
は
昨
年
度
終
了
し
、残
念
と
の
声
も
聞
こ

え
る
。新
し
い
取
組
も
し
な
が
ら
、再
度
補
助
事

業
を
実
施
す
る
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

　
「
が
ん
ば
る
中
学
生
の
英
語
学
習
応
援
事

業
」は
、受
験
機
会
の
拡
大
に
よ
る
本
市
の
児

童
生
徒
の
英
語
力
や
学
習
意
欲
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、昨
年
度
ま
で
実
施

し
た
。こ
の
事
業
に
よ
り
、英
語
へ
の
学
習
意

欲
は
着
実
に
向
上
し
、本
事
業
の
所
期
の
目

標
が
達
成
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。今
後
は

「
一
人
ひ
と
り
の
可
能
性
と
学
び
や
活
動
の

機
会
の
最
大
化
」を
め
ざ
す
べ
く
、児
童
生
徒

が
英
語
以
外
に
も
多
様
に
挑
戦
で
き
る
よ
う

な
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な

支
援
が
考
え
ら
れ
る
の
か
、多
様
な
視
点
か

ら
検
討
し
て
い
く
。　

芸
備
線
・
福
塩
線
存
続
に
向
け
て
の

動
き
は

語
学
検
定
等
へ
補
助
を

今
後
も
必
要
に
応
じ
て
、国
へ
の
提
言

や
要
請
の
実
施
を
検
討
し
て
い
く

ど
の
よ
う
な
支
援
が
考
え
ら
れ
る
の

か
、
多
様
な
視
点
か
ら
検
討
し
て
い
く

福
岡
市
長

迫
田
教
育
長

増
ます

田
だ

誠
とも

宏
ひろ

明日への風

動 画

　

全
国
の
排
水
機
場
を
含
む
、
河
川
ポ
ン
プ
設

備
の
老
朽
化
に
伴
っ
た
施
設
の
更
新
に
対
応
す

る
た
め
マ
ス
プ
ロ
ダ
ク
ツ
型
排
水
ポ
ン
プ
が
開

発
さ
れ
、
現
場
実
証
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
度
、

候
補
地
と
し
て
三
次
市
が
立
候
補
し
、
選
定
さ

れ
た
。
実
証
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
問
う
。

　

医
療
従
事
者
と
い
う
職
業
に
お
い
て
、病
院

と
は
場
合
に
よ
っ
て
は
自
宅
よ
り
も
長
い
時
間

を
過
ご
す
場
所
と
な
る
。市
立
三
次
中
央
病
院

の
建
替
え
に
あ
た
り
、休
憩
室
な
ど
働
き
や
す

い
職
場
環
境
の
実
現
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
問
う
。

　

こ
の
実
証
事

業
は
、現
在
、仮

設
ポ
ン
プ
に
よ

る
排
水
作
業
を

実
施
し
て
い
る

秋
町
下
庄
地
域

に
お
い
て
、国
が

設
備
一
式
を
整

備
し
、出
水
時
に

は
実
際
に
稼
働

さ
せ
る
こ
と
で
、

設
備
の
耐
久
性
、

操
作
性
、現
場
適

　

現
在
も
、宿
直
室
や
休
憩
室
、ま
た
、女
性

医
師
専
用
休
憩
室
を
設
け
て
い
る
が
、人
材

確
保
の
面
や
職
場
環
境
の
改
善
に
は
、よ
り

充
実
し
た
機
能
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。職
員

の
職
場
環
境
に
は
「
憩
う
場
」「
交
わ
る
場
」

「
集
う
場
」「
学
ぶ
場
」が
必
要
だ
と
考
え
て
お

り
、病
院
建
替
準
備
委
員
会
か
ら
出
た
意
見

や
要
望
、ま
た
、職
員
満
足
度
調
査
で
の
意
見

な
ど
も
取
り
上
げ
て
、職
場
環
境
の
改
善
を

進
め
て
い
く
よ
う
考
え
て
い
る
。

三
次
で
行
う
マ
ス
プ
ロ
ダ
ク
ツ
型
排
水

ポ
ン
プ
設
備
実
証
事
業
の
概
要
は
何
か

新
し
い
市
立
三
次
中
央
病
院
の
働
き
や

す
い
職
場
環
境
の
実
現
を
ど
う
す
る
か

市
は
実
証
に
あ
た
り
、出
水
時
の
ポ
ン
プ

操
作
を
行
う
こ
と
に
な
る

意
見
や
要
望
を
取
り
上
げ
、
職
場
環
境
の

改
善
を
進
め
て
い
く
よ
う
考
え
て
い
る

福
岡
市
長

片
岡
市
民
病
院
部
事
務
部
長

藤
ふじ

岡
おか

一
かず

弘
ひろ

明日への風

動 画

用
性
、維
持
管
理
性
な
ど
の
現
場
実
証
を
行

う
も
の
で
、市
は
実
証
に
あ
た
り
、出
水
時
の

ポ
ン
プ
操
作
を
行
う
こ
と
に
な
る
。今
後
、国

が
排
水
能
力
「
毎
秒
１
立
方
メ
ー
ト
ル
」の

ポ
ン
プ
１
台
の
設
置
と
、付
随
す
る
機
械
設

備
、土
木
工
事
等
を
行
い
、令
和
５
年
度
出
水

期
か
ら
現
場
で
の
実
証
が
開
始
さ
れ
、そ
の

後
、２
～
３
年
の
実
証
期
間
を
経
て
、実
用
性

に
つ
い
て
評
価
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
て
い
る
。

令和 3 年 8 月の大雨災害（秋町）

※二次元コードから各議員の一般質問の録画映像を見ることができます。

※
上
下
分
離
方
式
…
線
路
や
駅
な
ど
を
管
理
す
る
会
社
と
、

列
車
を
運
行
す
る
会
社
に
分
け
る
こ
と
。

ん
だ
が
、地
方
全
体
の
意
見
と
し
て
集
約
し
、

中
国
市
長
会
と
し
て
要
望
す
る
こ
と
は
、非

常
に
意
義
あ
る
も
の
と
受
け
止
め
て
い
る
。

今
後
も
必
要
に
応
じ
て
、芸
備
線
対
策
協
議

会
や
福
塩
線
対
策
協
議
会
を
中
心
に
、本
市

が
先
頭
に
立
っ
て
、国
へ
の
提
言
や
要
請
の

実
施
を
検
討
し
て
い
く
。

※
マ
ス
プ
ロ
ダ
ク
ツ
…
量
産
品
。
大
量
生
産
シ
ス
テ
ム
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
製
品
。

三次駅を出発した通勤・通学時間の列車

質問1答弁1

質問2答弁2

質問1答弁1

質問2答弁2
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水
田
の
空
中
防
除
が
市
内
各
地
で
始
ま
る

が
、
農
薬
の
飛
散
に
関
し
て
不
安
を
感
じ
る
住

民
の
声
を
聞
く
。
飛
散
等
の
対
策
に
つ
い
て
本

市
で
は
ど
の
よ
う
な
安
全
対
策
を
行
っ
て
お

り
、
非
農
家
と
の
共
生
を
ど
の
よ
う
に
推
進
し

て
い
く
か
伺
う
。

　

子
ど
も
の
声
を
反
映
す
る
取
組
と
し
て
、「
子

ど
も
の
権
利
条
約
」を
生
き
た
学
び
に
す
る
た

め
、本
市
で
は
生
徒
指
導
や
校
則
に
つ
い
て
、子

ど
も
の
声
を
取
り
入
れ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設

け
る
予
定
は
な
い
か
。

　

空
中
散
布
を
行
う
実
施
主
体
は
、住
宅
地
、

公
共
施
設
、養
蜂
場
所
等
に
近
接
し
て
い
る

か
な
ど
の
地
理
的
状
況
、収
穫
時
期
の
近
い

農
作
物
や
有
機
農
産
物
の
生
産
圃
場
に
近
接

し
て
い
る
か
な
ど
の
耕
作
状
況
等
の
作
業
環

境
を
十
分
に
勘
案
し
、飛
行
経
路
の
周
辺
に

第
三
者
が
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
注
意
喚
起
を

行
い
、風
下
か
ら
の
散
布
を
基
本
に
飛
行
経

路
を
設
定
す
る
な
ど
の
安
全
対
策
を
行
う
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
、実
施
主
体
で
適
切
な
対

策
が
取
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

　

三
次
市
で
は
、文
部
科
学
省
か
ら
の
通
知

を
踏
ま
え
、令
和
４
年
５
月
に
、本
市
独
自
の

内
容
を
加
え
た
基
本
方
針
に
つ
い
て
、ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
教
育
委
員

会
か
ら
各
小
・
中
学
校
へ
通
知
し
て
い
る
。基

本
方
針
で
は
大
き
く
４
点
を
示
し
て
お
り
、

１
つ
目
に
は
、児
童
生
徒
の
参
画
に
よ
る

主
体
性
を
培
う
機
会
と
す
る
こ
と
、２
つ
目

は
、全
て
の
児
童
生
徒
の
希
望
進
路
の
実
現

に
つ
な
が
る
内
容
で
見
直
し
を
す
る
こ
と
、

３
つ
目
は
、保
護
者
と
の
共
通
理
解
に
つ
な

が
る
見
直
し
を
す
る
こ
と
、そ
し
て
４
つ
目

が
、一
人
一
人
の
多
様
性
へ
配
慮
し
た
視
点

を
含
め
る
こ
と
、と
し
て
い
る
。実
際
に
、

小
・
中
学
校
で

は
、児
童
生
徒

の
参
画
や
、保

護
者
、地
域
と

の
共
通
理
解
を

図
り
な
が
ら
、

各
校
の
実
態
に

応
じ
た
生
徒
指

導
規
程
に
見
直

し
て
い
る
。

空
中
防
除
の
安
全
へ
の
配
慮
に
関
す
る

取
組
は

子
ど
も
の
声
が
届
く
仕
組
み
の
構
築
を

実
施
主
体
で
適
切
な
対
策
が
取
ら
れ
て

い
る
も
の
と
考
え
る

各
校
の
実
態
に
応
じ
た
生
徒
指
導
規
程

に
見
直
し
て
い
る

中
廣
産
業
振
興
部
長

甲
斐
教
育
次
長

徳
とく

岡
おか

真
ま

紀
き

明日への風

動 画

　

三
次
市
は
今
年
４
月
で
人
口
が
５
万
人
を

切
っ
た
。毎
年
５
～
６
０
０
人
の
減
少
で
あ
る
。

人
口
減
少
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
人
口
減
少
要
因
と
対
策
に

つ
い
て
本
市
は
ど
の
よ
う
な
所
見
が
あ
る
の
か

伺
う
。旧
町
村
で
は
過
疎
化
の
進
み
が
多
い
が
、

増
え
て
い
る
地
区
も
あ
る
。
人
口
が
増
え
て
い

る
地
区
の
特
徴
と
、
人
が
定
着
す
る
に
は
ど
の

よ
う
な
施
策
が
効
果
的
か
伺
う
。

　

令
和
２
年
10
月
の
発
掘
調
査
を
経
て
、今
後

の
事
業
計
画
を
お
聞
き
し
た
い
。今
後
の
計
画

に
地
元
も
一
緒
に
な
っ
て
整
備
の
方
向
性
を
出

さ
れ
る
の
か
。整
備
ま
で
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
伺
う
。ま
た
、寺
町
廃
寺
遺
跡
の
整
備
計
画
に

遺
構
を
Ｖ
Ｒ
（
仮
想
現
実
）や
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現

実
）技
術
を
使
っ
て
訪
れ
る
客
に
説
明
で
き
な

い
か
。

　

本
市
で
は
、昭
和
22
年
の
国
勢
調
査
以
降
、

人
口
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。そ
の
要
因

と
し
て
は
、死
亡
者
数
が
出
生
者
数
を
上
回

る
自
然
減
の
幅
が
拡
大
傾
向
に
あ
る
こ
と
に

加
え
、進
学
・
就
職
に
よ
る
若
年
層
の
転
出

超
過
な
ど
に
よ
る
社
会
減
が
継
続
し
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。中
心
市
街
地
に
近
い
、

交
通
の
利
便
性
が
良
い
、ま
た
、住
宅
分
譲
地

が
あ
る
地
域
の
人
口
減
少
は
緩
や
か
で
あ
る

が
、令
和
２
年
に
策
定
し
た
第
２
期
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」の
各
基
本
目

標
に
取
り
組
む
こ
と
で
、人
口
減
少
に
歯
止

め
が
か
か
る
よ
う
、人
口
減
少
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、文
化

庁
か
ら
示
さ
れ
た
指
針
や
指
導
に
基
づ
き
、

令
和
４
年
度
か
ら
５
年
度
に
か
け
て
「
保
存

活
用
計
画
」の
策
定
、令
和
６
年
度
に
は
、「
整

備
基
本
計
画
」の
策
定
を
予
定
し
て
い
る
。令

和
７
年
度
以
降
に
こ
れ
ら
の
計
画
を
踏
ま
え

史
跡
整
備
工
事
に
着
手
す
る
。地
元
住
民
と

自
治
組
織
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、年
間
２
回
の
草
刈

り
や
、地
元
の
方
の
力
も
借
り
な
が
ら
、史
跡

の
維
持
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
る
。今
後
の

維
持
管
理
は
「
保
存
活
用
計
画
」や「
整
備
基

本
計
画
」を
策
定
す
る
な
か
で
、課
題
と
し
て

位
置
づ
け
て
検
討
し
て
い
く
。

人
口
減
少
の
対
策
は

寺
町
廃
寺
の
活
用
を

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
る
よ
う
、

取
り
組
ん
で
い
る

地
元
の
方
の
力
も
借
り
な
が
ら
、
史
跡

の
維
持
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
る

中
原
地
域
振
興
部
長

甲
斐
教
育
次
長

齊
さい

木
き

　 亨
とおる

真 正 会

動 画

子どもの権利条約
（出典：（公財）日本ユニセフ協会）

　

先
端
技
術
を
用
い
た
史
跡
寺
町
廃
寺
跡
の

活
用
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、Ｖ
Ｒ
・

Ａ
Ｒ
で
表
現
し
た
い
建
物
の
復
元
イ
メ
ー

ジ
の
検
討
や
、実
際
の
運
用
面
で
の
方
針
や

課
題
の
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。今
後
の

「
保
存
活
用
計
画
」や
「
整
備
基
本
計
画
」を

策
定
す
る
中
で
、有
識
者
か
ら
の
指
導
・
助

言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

堀
川
副
市
長

質問1答弁1

質問2答弁2

質問1答弁1

質問2答弁2
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市
税
と
国
民
健
康
保
険
税
の
収
入
未
済
額
が

令
和
２
年
度
は
徴
収
猶
予
も
あ
り
、
２
億
２
千

万
円
相
当
だ
っ
た
。
ま
た
、水
道
使
用
料
等「
私

債
権
」
も
収
入
未
済
額
が
あ
る
。
市
税
等
納
入

さ
れ
な
い
理
由
は
、
多
岐
に
わ
た
る
。
行
政
に

不
満
が
あ
っ
て
納
め
た
く
な
い
方
も
お
ら
れ

る
。職
員
が
期
間
を
決
め
て
一
斉
行
動
に
よ
り
、

市
民
に
寄
り
添
い
徴
収
し
て
は
と
考
え
る
が
所

見
を
伺
う
。

　

市
職
員
は
優
秀
な
人
材
が
多
い
。職
員
の
企

画
力
を
活
か
し
、仕
事
に
対
す
る
意
欲
を
高
め

る
た
め
に
も
職
員
か
ら
企
画
を
募
集
し
、プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
、調
査
研
究
を
重
ね

政
策
に
結
び
つ
け
た
り
、事
務
改
善
の
提
案
を

事
務
事
業
改
善
に
活
か
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

執
行
部
の
所
見
を
伺
う
。

　

担
税
能
力
の
な
い
場
合
は
、分
割
納
付

や
徴
収
の
猶
予
等
の
納
税
相
談
を
受
け
な

が
ら
、納
税
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
し

て
い
る
。

　

全
職
員
で
の
一
斉
行
動
に
よ
る
徴
収
業
務

を
実
施
し
た
経
緯
が
過
去
に
は
あ
る
が
、専

門
知
識
の
不
足
す
る
職
員
で
の
対
応
な
ど
の

弊
害
も
あ
っ
た
。現
在
は
、全
職
員
で
の
一
斉

行
動
は
行
っ
て
い
な
い
が
、年
３
回
の
各
債

権
担
当
課
及
び
各
支
所
に
よ
る
電
話
で
の
催

告
を
中
心
と
し
た
、債
権
確
保
行
動
を
実
施

し
て
い
る
。従
来
の
行
動
を
検
証
す
る
中
で
、

　

市
長
に
就
任
以
来
、重
点
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
の
面
で
は
、「
ジ

モ
テ
ィ
」を
活
用
し
た
除
草
作
業
に
お
け
る

マ
ッ
チ
ン
グ
の
実
証
実
験
や
、７
月
か
ら
開

始
す
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
住
民
票
等
の

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
サ
ー
ビ
ス
等
は
、若
手
職

員
を
中
心
に
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の

提
案
か
ら
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

次
の
総
合
計
画
の
策
定
過
程
に
お
い
て

も
、ぜ
ひ
若
い
職
員
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
も

ら
い
、議
論
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一
斉
行
動
で
市
税
等
の
徴
収
を

職
員
企
画
を
募
集
し
政
策
に
活
か
す

べ
き
で
は
な
い
か

納
税
相
談
を
受
け
な
が
ら
、納
税
者
に

寄
り
添
っ
た
対
応
を
し
て
い
る

若
い
職
員
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
も
ら

い
、
議
論
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

矢
野
市
民
部
長

福
岡
市
長

横
よこ

光
みつ

春
はる

市
いち

真 正 会

動 画

　

市
は
、
第
10
回
新
県
美
展
の
受
付
、
巡
回
展

を
中
止
し
た
。
広
島
へ
搬
入
不
可
能
な
方
々
は

応
募
を
断
念
、
市
民
は
巡
回
展
鑑
賞
の
機
会
を

失
っ
た
。
通
知
は
県
の
発
表
後
で
混
乱
し
た
。

市
民
の
文
化
芸
術
活
動
を
、
た
だ
の
趣
味
と
捉

え
ら
れ
て
い
な
い
か
。
市
民
の
意
欲
を
削
ぐ
決

定
は
如
何
か
。

　
「
障
害
者
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
法
」は
、誰
も
が
同
一
内
容
の
情

報
を
同
一
時
点
で
取
得
可
能
と
す
る
た
め
、社

会
は
当
事
者
の
望
む
形
を
保
障
す
る
対
応
責

任
が
あ
る
こ
と
と
な
っ
た
。こ
の
法
律
に
つ
い

て
見
え
る
形
で
の
具
体
策
を
問
う
。

　

新
県
美
展
は
、巡
回
展
を
実
施
す
る
市
町

が
作
品
の
受
付
業
務
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。近
年
、巡
回
展
へ
の
入
館
者
数
が
減
少

し
て
い
る
現
状
、ま
た
事
務
的
負
担
な
ど
を

踏
ま
え
、市
民
の
皆
様
に
広
く
作
品
を
ご
覧

い
た
だ
く
機
会
と
し
て
適
当
で
あ
る
か
総
合

的
に
検
討
し
中
止
の
判
断
を
し
た
。出
品
を

予
定
さ
れ
て
お
ら
れ
た
皆
様
に
は
、新
県
美
展

の
要
項
が
届
い
て
か
ら
速
や
か
に
通
知
し
た
。

本
市
と
し
て
は
、新
県
美
展
の
巡
回
展
及
び
受

付
業
務
は
中
止
し
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、今

後
も
、文
化
・
芸
術
の
推
進
に
は
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
、社
会
福
祉
協
議
会
へ

の
手
話
奉
仕
員
や
要
約
筆
記
の
養
成
の
委
託

や
派
遣
事
業
に
よ
る
情
報
入
手
の
手
段
の
確

保
や
、広
報
み
よ
し
の
朗
読
を
は
じ
め
、市
が

発
信
す
る
情
報
を
ど
な
た
に
も
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
方
策
を
実
施
し
て
き
た
。

今
回
成
立
し
た
「
障
害
者
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ

リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
策
推
進

法
」で
は
、障
害
者
の
情
報
取
得
に
際
し
、障

害
の
程
度
や
種
類
に
関
係
な
く
、情
報
を
得

ら
れ
る
社
会
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。こ

れ
ま
で
、市
で
は
情
報
発
信
の
工
夫
や
窓
口

へ
の
手
話
通
訳
者
の
設
置
な
ど
を
行
っ
て
き

た
。今
後
、こ
の
法
律
に
お
い
て
責
務
と
さ
れ

て
い
る
内
容
や
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
、ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
よ
り
障
壁
を
取
り
払
う
取

組
な
ど
、誰
も
が
住
み
や
す
い
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
は
重
要
と
考
え
る
。障
害
を
お
持

ち
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、社
会
的
に
支
援
が
必

要
な
方
々
も
含
め
、多
く
の
方
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
取
組
を
進
め
て
い
く
。

新
県
美
展
出
品
支
援
の
中
止
は
文
化
・

芸
術
の
振
興
を
妨
げ
て
い
な
い
か

「
障
害
者
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
策
推
進
法
」

成
立
で
本
市
の
施
策
は
前
へ
進
む
の
か

今
後
も
、文
化
・
芸
術
の
推
進
に
は
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

多
く
の
方
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
取
組

を
進
め
て
い
く

甲
斐
教
育
次
長

立
花
福
祉
保
健
部
長

鈴
すず

木
き

深
み

由
ゆ

希
き

真 正 会

動 画

市税等の債権確保を一斉行動で

総
合
的
に
勘
案

し
て
、
よ
り
効

果
的
な
現
在
の

取
組
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
全
職
員
で

の
一
斉
行
動
に

よ
る
徴
収
業
務

に
つ
い
て
は
考

え
て
い
な
い
。

※二次元コードから各議員の一般質問の録画映像を見ることができます。

質問1答弁1

質問2答弁2

質問1答弁1

質問2答弁2
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市
内
３
高
校
で
は
、
学
校
運
営
協
議
会
が
す

で
に
３
年
目
を
迎
え
、
高
校
と
地
域
と
の
つ
な

が
り
、
地
域
課
題
等
に
つ
い
て
論
議
さ
れ
て
い

る
。
行
政
と
し
て
運
営
協
議
会
へ
積
極
的
に
関

わ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
と
し
て
の
見
解
を

伺
う
。

　

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
を
進
め
る
こ
と

に
つ
い
て
の
課
題
は
何
か
。ま
た
、来
年
度
よ
り

地
域
移
行
を
進
め
て
い
く
と
い
う
計
画
で
あ
る

が
、た
く
さ
ん
あ
る
課
題
を
ど
の
よ
う
に
解
決

し
な
が
ら
移
行
を
進
め
て
い
く
の
か
、市
の
見

通
し
を
伺
う
。

　

三
次
青
陵
高
等
学
校
の
学
校
運
営
協
議
会

に
つ
い
て
は
、令
和
元
年
度
か
ら
広
島
県
教
育

委
員
会
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
、地
域
振
興
課
長

が
委
員
と
し
て
参
加
し
、学
校
運
営
に
関
す
る

協
議
に
加
え
、総
合
研
究
の
授
業
へ
の
出
前
講

座
や
研
究
グ
ル
ー
プ
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。各
高
校
と
行
政
が
連
携
す
る

こ
と
は
、本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
大
変

重
要
な
こ
と
で
あ
り
、こ
う
し
た
取
組
を
通
し

て
、地
域
活
動
の
担
い
手
で
あ
る
若
い
世
代
の

人
材
育
成
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

　

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
は
、課
題

が
山
積
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、昨
年
度
、三
次
市
立
中
学
校

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
調
査
・
検
討

し
、学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を
踏
ま
え

た
、生
徒
に
と
っ
て
望
ま
し
い
部
活
動
の
在

り
方
を
検
討
す
る
た
め
の
「
地
域
部
活
動
検

討
委
員
会
」を
設
置
し
た
。こ
の
検
討
委
員
会

の
中
で
、課
題
の
抽
出
や
具
体
的
な
取
組
の

方
向
性
に
つ
い
て
協
議
・
検
討
を
行
っ
て

い
く
。

高
校
の
学
校
運
営
協
議
会
へ
の
行
政
の

関
わ
り
は

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
は
実
現
す

る
か

地
域
活
動
の
担
い
手
で
あ
る
若
い
世
代
の

人
材
育
成
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る

課
題
の
抽
出
や
具
体
的
な
取
組
の
方
向

性
に
つ
い
て
協
議
・
検
討
を
行
っ
て
い
く

中
原
地
域
振
興
部
長

迫
田
教
育
長

新
にっ

田
た

真
しん

一
いち

会派　未来

動 画

　

昨
年
８
月
13
日
の
21
時
10
分
か
ら
翌
日
14
日

の
12
時
51
分
ま
で
の
約
16
時
間
の
間
、
畠
敷

救
急
内
水
排
水
機
場
に
お
い
て
、一
部
ポ
ン
プ

が
停
止
す
る
と
い
う
事
故
が
あ
っ
た
。
二
度

と
同
様
な
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
対
策

を
伺
う
。

　

た
め
池
の
整
備
は
、廃
止
と
改
修
と
大
き
く

２
つ
に
分
か
れ
る
と
思
う
。三
次
市
の
今
後
の

農
業
振
興
や
災
害
対
策
、ま
た
現
在
進
行
中
の

施
策
の
充
実
を
図
る
た
め
に
も
、農
林
水
産
省

の
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
等
を
有
効
活
用
し

て
、流
域
治
水
の
考
え
に
の
っ
と
っ
た
内
水
対

策
と
し
て
、改
修
を
主
と
し
て
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

ポ
ン
プ
が
停
止
し
た
原
因
に
つ
い
て
、設

置
者
で
あ
る
国
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
絶
縁

不
良
が
原
因
で
モ
ー
タ
ー
が
作
動
し
な
か
っ

た
」と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。国
は
、再
発
防

止
の
た
め
、昨
年
度
の
出
水
期
終
了
後
に
、当

該
ポ
ン
プ
設
備
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
を
実
施

し
、完
了
し
て
い
る
。ま
た
、出
水
期
前
に
は
、

例
年
ど
お
り
、専
門
業
者
に
よ
り
ポ
ン
プ
設

備
や
機
械
等
の
点
検
が
行
わ
れ
て
お
り
、さ

ら
に
、三
次
市
に
お
い
て
も
年
９
回
、目
視
に

よ
る
点
検
や
発
電
機
の
動
作
点
検
を
行
っ
て

お
り
、不
具
合
の
発
生
が
な
い
よ
う
努
め
て

い
る
。

　

た
め
池
が
決
壊
し
た
場
合
に
浸
水
が
想
定

さ
れ
る
区
域
に
家
屋
や
公
共
施
設
な
ど
が
あ

り
、人
的
被
害
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
た
め

池
を
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
と
し
て
県
が

指
定
し
て
い
る
。こ
の
防
災
重
点
農
業
用
た

め
池
に
つ
い
て
は
、昨
年
度
か
ら
県
が
詳
細

診
断
を
実
施
し
て
お
り
、今
年
、来
年
の
３
箇

年
で
市
内
の
６
３
３
箇
所
の
た
め
池
に
つ
い

て
実
施
さ
れ
る
。そ
の
結
果
を
受
け
て
、地
元

協
議
を
行
い
、改
修
が
必
要
な
た
め
池
に
つ

い
て
優
先
順
位
を
付
け
、県
ま
た
は
市
で
改

修
工
事
を
し
て
い
く
。

　

た
め
池
の
流
域

治
水
に
よ
る
取
組

に
つ
い
て
は
、今

年
度
か
ら
実
施
す

る
モ
デ
ル
地
区

の
結
果
等
も
踏
ま

え
、た
め
池
の
活

用
に
つ
い
て
考
え

て
い
き
た
い
。

畠
敷
救
急
内
水
排
水
機
場
の
ポ
ン
プ

停
止
の
対
策
は

た
め
池
の
整
備
計
画
の
考
え
は

点
検
を
行
い
、不
具
合
の
発
生
が
な
い

よ
う
努
め
て
い
る

改
修
が
必
要
な
た
め
池
に
つ
い
て
は
、

改
修
工
事
を
し
て
い
く

山
田
危
機
管
理
監

中
廣
産
業
振
興
部
長

山
やま

田
だ

真
しん

一
いち

郎
ろう

清 友 会

動 画

※
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
…
法
令
上
の
定
義
は
な
い
が
、
一
般

に
、
本
来
大
人
が
担
う
と
想
定
し
て
い
る
家
事
や
家
族

の
世
話
な
ど
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
18
歳
未
満
の
子

ど
も
を
い
う
。

水不足で田植えのできない水田

三次市長杯少年サッカー大会より

質問1答弁1

質問2答弁2

質問1答弁1

質問2答弁2
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出
水
期
の
防
災
に
備
え
て
の
た
め
池
の
活

用
、
合
わ
せ
て
水
不
足
に
備
え
て
の
た
め
池
の

整
備
を
考
え
て
は
ど
う
か
。
県
管
理
河
川
の
護

岸
改
修
要
望
の
実
現
が
果
た
さ
れ
な
い
理
由
は

何
か
。

　

新
学
校
給
食
調
理
場
整
備
に
お
い
て
、建
築

資
材
等
の
高
騰
へ
の
対
応
状
況
は
ど
う
か
。管

理
運
営
主
体
は
ど
の
よ
う
に
な
り
、公
会
計
の

導
入
の
考
え
は
な
い
か
。三
次
中
央
病
院
の
建

替
え
に
つ
い
て
は
、そ
の
経
緯
と
留
意
す
べ
き

事
項
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

　

災
害
に
対
す
る
防
災
減
災
の
観
点
か
ら
、農
業

用
で
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
た
め
池
を
治

水
利
用
と
し
て
活
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
た
め
池
の
老
朽
化
も
あ
り
、治
水
利

用
と
し
て
貯
水
機
能
を
発
揮
し
て
い
く
た
め
に

は
、診
断
や
改
修
も
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
る
の

で
、た
め
池
の
管
理
者
と
も
十
分
協
議
を
し
な
が

ら
、治
水
対
策
、ま
た
農
業
用
と
し
て
の
活
用
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　

新
学
校
給
食
調
理
場
建
設
工
事
に
つ
い
て

は
、建
築
資
材
の
価
格
が
高
騰
し
続
け
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
影
響
を
あ
る
程
度
受
け
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。引
き
続
き
、建
築
資
材
の
価
格
の

動
向
を
注
視
し
つ
つ
、関
係
部
署
や
工
事
監
理

業
者
と
連
携
し
、工
事
を
進
め
て
い
く
よ
う
考

え
て
い
る
。管
理
運
営
に
つ
い
て
は
市
が
行
う

こ
と
と
し
、詳
細
に
つ
い
て
は
、現
在
、協
議
を

行
っ
て
い
る
。ま
た
公
会
計
の
導
入
に
あ
た
っ

て
は
、会
計
ル
ー
ル
の
構
築
や
、シ
ス
テ
ム
整

備
、人
員
配
置
に
伴
う
財
政
措
置
な
ど
、様
々
な

課
題
が
あ
る
。今
後
、導
入
に
よ
り
見
込
ま
れ

る
効
果
や
課
題
を
踏
ま
え
て
、調
査
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
る
。

出
水
期
の
災
害
対
応
は

大
型
建
設
事
業
の
状
況
は

関
係
者
、
関
係
機
関
と
協
議
、
検
討
す
る

社
会
情
勢
、
関
係
者
の
意
見
を
鑑
み

対
応
す
る

中
廣
産
業
振
興
部
長

甲
斐
教
育
次
長

宍
しし

戸
ど

　 稔
みのる

清 友 会

動 画

　

三
次
中
央
病
院
は
、老
朽
化
と
狭き
ょ
う

隘あ
い

、変
化
す

る
医
療
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
な
ど
の
問
題
を
抱
え

て
お
り
、そ
の
問
題
解
決
と
し
て
病
院
あ
り
方

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、建
替
え
の
検
討
を
開

始
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、

病
院
に
お
け
る
感
染
症
対
応
の
重
要
性
が
明
確

と
な
っ
た
。「
第
８
次
医
療
計
画
」
及
び
「
公
立

病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
」に
お
い
て
も
、公
立
病

院
は
平
時
か
ら
新
興
感
染
症
の
感
染
拡
大
時
の

対
応
に
必
要
な
機
能
を
備
え
て
お
く
こ
と
と
さ

れ
て
お
り
、感
染
症
対
応
の
機
能
整
備
が
不
可

欠
と
考
え
る
。

片
岡
市
民
病
院
部
事
務
部
長

　

広
島
県
管
理
の
河
川
の
整
備
は
、令
和
３
年
度

か
ら
の
５
箇
年
計
画
で
あ
る
「
ひ
ろ
し
ま
川
づ

く
り
実
施
計
画
２
０
２
１
」に
基
づ
い
て
進
め
ら

れ
て
い
る
。実
施
計
画
に
載
っ
て
い
な
い
河
川
に

つ
い
て
は
、随
時
、要
望
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

秋
山
建
設
部
長

　

登
録
数
を
増
や
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る

が
、
現
在
の
登
録
数
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
国
等
の
助
成

金
を
活
用
し
、
市
の
補
助
制
度
を
設
け
、
登
録

数
増
に
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い

か
。
19
住
民
自
治
組
織
の
地
域
に
２
～
３
カ
所

は
必
要
と
思
う
が
。

　

神
杉
自
治
連
合
会
か
ら
不
感
状
態
の
２
地
区

の
解
消
を
す
る
、要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
地
域
は
、電
波
が
１
社
も
入
ら
な
い
、ま
た

は
入
っ
て
も
微
弱
の
状
態
で
あ
る
。国
の
補
助

メ
ニ
ュ
ー
が
創
設
さ
れ
基
地
局
施
設
整
備
事
業

に
お
い
て
、非
居
住
エ
リ
ア
も
追
加
さ
れ
た
。ぜ

ひ
利
用
す
る
べ
き
で
は
。

　

災
害
時
協
力
井
戸
の
登
録
に
つ
い
て
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
、自
主
防
災

組
織
等
を
通
じ
て
広
く
募
集
し
て
い
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、新
聞
報
道
等
に
よ
り
認
知
が

高
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、６
月
10
日
現
在
、17

件
の
登
録
を
い
た
だ
い
て
い
る
。引
き
続
き
、

本
制
度
の
周
知
と
登
録
数
の
増
加
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

本
制
度
は
、井
戸
の
所
有
者
や
所
在
地
の

情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、登
録
に
た
め
ら
い

が
あ
る
方
も
お
ら
れ
る
。断
水
時
に
個
人
所

有
の
井
戸
の
有
効
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　

今
回
電
波
状
況
の
改
善
要
望
を
い
た
だ
い

た
地
域
に
つ
い
て
は
、昨
年
度
、既
に
通
信
事

業
者
に
対
し
て
改
善
要
望
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、「
改
善
困
難
」と
の
回
答
が
あ
っ

た
。改
め
て
改
善
要
望
を
行
う
と
と
も
に
、通

信
事
業
者
と
調
整
し
、少
し
で
も
電
波
状
況

の
改
善
を
前
に
進
め
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

補
助
金
の
活
用
に
つ
い
て
は
、１
社
の
携
帯

電
話
も
使
え
な
い
不
感
地
域
が
前
提
と
な

り
、通
信
事
業
者
の
参
画
同
意
が
前
提
で
あ

る
が
、改
善
の
必
要
性
や
地
域
要
望
な
ど
を

鑑
み
、活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

「
災
害
時
協
力
井
戸
」
へ
の
登
録
の

現
状
と
今
後
の
取
組
は

携
帯
電
話
不
感
状
態
の
解
消
は

引
き
続
き
、本
制
度
の
周
知
と
登
録
数
の

増
加
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

通
信
事
業
者
と
調
整
し
、
少
し
で
も

電
波
状
況
の
改
善
を
前
に
進
め
る
よ

う
考
え
て
い
る

山
田
危
機
管
理
監

上
谷
情
報
政
策
監

保
やす

実
ざね

　 治
おさむ

清 友 会

動 画

※二次元コードから各議員の一般質問の録画映像を見ることができます。

防災井戸（田幸地区）

質問1答弁1

質問2答弁2

答弁1

質問2答弁2

質問1
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※
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
…

情
報
技
術
の
浸
透
が
人
々
の
生
活
を
あ
ら
ゆ
る
面
で
よ

り
よ
い
方
向
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
。

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
ア
イ
シ
ー
テ
ィ
ー
）
…
情
報
通
信
技
術
の
略
。

通
信
技
術
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

　

出
産
育
児
一
時
金
は
現
在
42
万
円
が
支
給
さ

れ
て
い
る
が
、
出
産
費
用
の
全
国
平
均
額
は
約

46
万
円
に
な
る
。
出
産
育
児
一
時
金
42
万
円
を

超
え
て
自
己
負
担
が
生
じ
た
場
合
、
自
己
負
担

金
額
の
上
限
を
決
め
て
、
そ
の
差
額
を
市
が
負

担
で
き
な
い
か
。

　

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
、ゲ
ー
ム
機
を
使
用
し
、指
先

や
脳
を
使
う
た
め
、認
知
機
能
の
向
上
が
期
待

で
き
、座
っ
た
ま
ま
で
き
る
の
で
体
へ
の
負
担

が
少
な
く
、高
齢
者
で
も
楽
し
め
る
。フ
レ
イ
ル

予
防
の
手
段
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。ｅ
ス

ポ
ー
ツ
は
、性
別
や
年
齢
な
ど
に
関
係
な
く
で

き
る
。講
座
開
催
の
考
え
は
な
い
か
。

　

出
産
育
児
一
時
金
は
、国
に
お
い
て
令
和

５
年
４
月
か
ら
の
大
幅
な
増
額
に
向
け
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。市
と

し
て
も
、安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら

れ
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、出
産
時
の
経
済

的
支
援
策
の
強
化
は
不
可
欠
で
あ
る
と
承
知

　

本
市
の
介
護
予
防
に
つ
い
て
は
、「
三
次
市

い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
元
気
プ
ラ
ン
」に
基

づ
き
、介
護
予
防
体
操
を
基
本
に
、体
力
測

定
、脳
ト
レ
や
折
り
紙
づ
く
り
な
ど
を
実
施

し
、運
動
機
能
や
認
知
機
能
の
向
上
に
努
め

て
い
る
。近
年
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、外
出
す
る
機
会
や
人
と

の
関
わ
り
が
減
少
し
、特
に
高
齢
者
の
方
に

と
っ
て
、フ
レ
イ
ル
予
防
は
ま
す
ま
す
必
要

と
な
っ
て
い
る
。今
後
は
、そ
の
対
策
の
１
つ

と
し
て
、「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
」に
つ
い
て
の
知
識

を
深
め
る
た
め
、情
報
収
集
を
図
り
、研
究
を

行
っ
て
い
く
。

出
産
育
児
一
時
金
の
増
額
の
考
え
は

フ
レ
イ
ル
予
防
と
し
て
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

を
取
り
入
れ
て
は

市
独
自
の
出
産
費
用
の
助
成
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
な
い

情
報
収
集
を
図
り
、
研
究
を
行
っ
て

い
く

松
長
子
育
て
支
援
部
長

立
花
福
祉
保
健
部
長

黒
くろ

木
ぎ

靖
せい

治
じ

公 明 党

動 画

　

新
学
校
給
食
調
理
場
へ
移
行
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
三
次
産
３
割
の
食
材
の
調
達
の
た
め
に

は
、
農
家
の
協
力
で
新
し
い
体
制
を
つ
く
る
こ

と
に
な
る
。
よ
り
安
心
・
安
全
な
食
材
調
達
に

は
有
機
栽
培
の
推
進
で
、
農
家
応
援
に
も
つ
な

が
る
食
材
活
用
を
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

　

小
学
校
と
中
学
校
に
は
、い
ま
だ
に
男
子
用

の
洋
式
ト
イ
レ
が
な
い
学
校
が
あ
り
、多
目
的

ト
イ
レ
で
代
用
し
て
い
る
。安
心
し
て
学
校
生

活
が
送
れ
る
よ
う
男
子
用
の
洋
式
ト
イ
レ
の
設

置
が
早
急
に
必
要
で
は
な
い
か
。

　

学
校
給
食
に
お
い
て
は
、食
材
の
安
定
的

な
調
達
が
重
要
で
あ
り
、そ
の
た
め
の
生
産

体
制
の
拡
大
と
供
給
体
制
の
確
立
が
必
要
と

な
る
。本
市
に
お
け
る
有
機
農
産
物
の
生
産

者
数
は
ま
だ
少
な
く
、供
給
体
制
が
確
立
さ

れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
、現
状
で
は
困
難

で
あ
る
と
考
え
る
。ま
ず
は
、地
産
地
消
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、三
次
産
農
産
物
を

安
定
的
に
調
達
で
き
る
体
制
を
確
立
し
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

　

現
在
、男
子
用
ト
イ
レ
を
洋
式
化
し
て
い

な
い
学
校
に
お
い
て
は
、多
目
的
ト
イ
レ
を

設
置
し
、す
べ
て
の
児
童
生
徒
が
洋
式
ト
イ

レ
を
使
用
で
き
る
よ
う
整
備
し
て
い
る
。喫

緊
の
課
題
で
あ
る
学
校
施
設
の
老
朽
化
対
策

と
と
も
に
、学
校
の
改
築
や
大
規
模
改
修
工

事
の
際
に
は
、ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
基
本
と

し
、教
育
環
境
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

学
校
給
食
は
安
心
・
安
全
な
食
材
調
達
を

小
中
学
校
の
男
子
用
ト
イ
レ
に
洋
式
ト

イ
レ
の
設
置
を

三
次
産
農
産
物
を
安
定
的
に
調
達
で
き
る

体
制
を
確
立
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る

ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
基
本
と
し
、
教
育

環
境
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く

甲
斐
教
育
次
長

甲
斐
教
育
次
長

伊
い

藤
とう

芳
よし

則
のり

日本共産党

動 画

マタニティマーク
（出典：厚生労働省 HP）

多目的トイレの表示

は
し
て
い
る
が
、出
産
育
児
一
時
金
に
つ
い

て
は
、国
の
少
子
化
対
策
に
お
い
て
対
応
す

べ
き
施
策
で
あ
る
と
考
え
る
。ま
た
、令
和
４

年
度
の
出
産
に
限
り
、市
独
自
の
助
成
を
行

う
と
い
う
こ
と
は
、そ
れ
以
前
に
出
産
さ
れ

た
方
と
の
公
平
性
に
欠
け
る
と
考
え
る
。し

た
が
っ
て
、市
独
自
の
出
産
費
用
の
助
成
に

つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

質問1答弁1

質問2答弁2

答弁1

質問2答弁2

質問1

みよし市議会だより　第74号13



　

市
内
19
住
民
自
治
組
織
が
各
々
持
っ
て
い
る

問
題
点
は
様
々
だ
と
思
う
。
特
に
支
所
の
無
い

旧
三
次
市
内
の
住
民
自
治
組
織
に
対
し
て
地
域

振
興
部
と
の
関
係
が
今
後
の
市
政
発
展
に
重
要

と
考
え
る
。
決
し
て
行
政
の
下
請
け
的
な
感
覚

を
持
た
せ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
が
、
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　

女
子
野
球
タ
ウ
ン
の
取
組
は
良
い
と
思
う

が
、そ
の
他
の
ス
ポ
ー
ツ
事
業
（
大
会
・
合
宿

誘
致
等
）を
行
う
の
に
受
け
入
れ
の
体
制
（
審

判
員
・
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
・
宿
泊
施
設
等
）

の
整
備
と
、み
よ
し
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
の

改
修
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。経
済
活
動
に

つ
な
げ
て
い
く
戦
略
は
あ
る
の
か
。

　

住
民
自
治
組
織
は
、市
民
か
ら
最
も
身
近

な
組
織
で
あ
り
、住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
う
え
で
、重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。市
と
し
て
も
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り
、ま
ち
づ
く

り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
し
て
訪
問
な
ど
に

よ
る
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
活
動
に
対
す
る
助

言
、集
落
支
援
員
制
度
の
活
用
な
ど
、様
々
な

支
援
を
行
っ
て
い
る
。今
後
も
自
主
的
な
住

民
自
治
活
動
が
で
き
る
よ
う
、連
携
を
密
に

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

審
判
員
や
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
は
、そ
れ
ぞ

れ
各
種
競
技
団
体
が
行
っ
て
い
る
。市
と
し

て
は
財
政
的
な
支
援
も
行
っ
て
い
る
が
、例

え
ば
審
判
員
の
活
躍
等
に
つ
い
て
情
報
発
信

を
す
る
な
ど
、審
判
員
に
注
目
が
集
ま
る
よ

う
な
取
組
も
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。合
宿
誘
致
等
に
つ
い
て
も
、各
施
設
や
助

成
制
度
に
つ
い
て
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
、

今
後
も
大
会
・
合
宿
数
を
増
や
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。み
よ
し
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
に
つ
い
て
は
、施
設
や
機
材
等
の
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
。指
定
管
理
者
と
協
議

を
し
な
が
ら
、緊
急
性
の
高
い
も
の
か
ら
順

次
修
繕
や
改
修
等
の
対
応
を
行
っ
て
お
り
、

来
年
度
以
降

も
計
画
的
に

施
設
の
維
持

に
努
め
て
い

く
よ
う
考
え

て
い
る
。

各
住
民
自
治
組
織
と
地
域
振
興
部
の

関
係
は

「
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち　

み
よ
し
」
の
将
来

展
望
は

今
後
も
自
主
的
な
住
民
自
治
活
動
が
で
き
る

よ
う
、連
携
を
密
に
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

計
画
的
に
施
設
の
維
持
に
努
め
て
い
く

よ
う
考
え
て
い
る

中
原
地
域
振
興
部
長

中
原
地
域
振
興
部
長

小
お

田
だ

伸
しん

次
じ

と も え

動 画

議長の定例会見を実施しました議長の定例会見を実施しました

　定例会での審議等の総括、議会活動等を広く市民の皆様にお伝えするため、
定例会最終日に議長の定例記者会見を実施しました。

みよし運動公園陸上競技場

１ 令和４年６月定例会
　⑴ 市立三次中央病院建替等調査特別委員会の設置
２ その他
　⑴ これからの活動方針について

①議会・議員活動の見える化
　議会報告懇談会の再開、動画サイト、
　SNS の活用
②常任委員会の活性化
　委員会の定例開催、
　オンライン委員会開催の検討
③男女共同参画等、議会における多様性への対応
　託児等の取組

　⑵ 令和３年度政務活動費収支報告について

答弁1

質問2答弁2

質問1
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議
会
の
う
ご
き

２
０
２
２（
令
和
４
）年

５
月
１
日
～
７
月
31
日

７
月

6
月 議

会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

令
和
４
年
第
１
回
臨
時
会
、会
派
代
表
者
会
議

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

会
派
代
表
者
会
議

議
会
運
営
委
員
会

６
月
定
例
会
本
会
議
、全
員
協
議
会
、

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

６
月
定
例
会
本
会
議（
一
般
質
問
）

６
月
定
例
会
本
会
議（
一
般
質
問
）、議
会
運
営
委
員
会

６
月
定
例
会
本
会
議（
一
般
質
問
）、

市
立
三
次
中
央
病
院
建
替
等
調
査
特
別
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会
、６
月
定
例
会
本
会
議
、

全
員
協
議
会
、議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会
、広
報
広
聴
常
任
委
員
会

会
派
代
表
者
会
議
、

市
立
三
次
中
央
病
院
建
替
等
調
査
特
別
委
員
会
、

市
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス（
正
副
議
長
出
演
）

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

10
日

12
日

13
日

17
日

31
日

７
日

13
日

16
日

17
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

27
日

29
日

１
日

15
日

20
日

21
日 5

月
 

行
政
視
察
受
入
状
況

11
月
16
日 

佐
賀
県
武
雄
市
（
議
会
基
本
条
例
、市
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
）

９
日
～
10
日

各会派の政務活動報告
　本市では、「三次市議会政務活動費の交付に関する条例」により、議員の調査研究その他の活動に資するため必要な
経費の一部として、議員１人当たり月額 30,000 円を会派（所属議員が１人の場合も含む。）に対して交付しています。

令和3年度支出状況（議員数：24人）　【令和３年４月～令和４年３月分】 （単位：円）

政務活動費

※すべての費目について、支出を証明する領収書等が添付されています。
※三次市のホームページから各議員の支出状況が閲覧できます。
※「市民の声」「三創会」は、会派異動のため令和 3 年 12 月分までです。
※「清友会」は、令和 3 年 12 月までは 3 人、令和 4 年 1 月から 5 人です。

調 査 研 究 費
研 修 費
広 報 費
広 聴 費
要請・陳情活動費
会 議 費
資 料 作 成 費
資 料 購 入 費
人 件 費
事 務 所 費

……市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に関する経費
……研修会を開催するために必要な経費及び団体等が開催する研修会の参加に要する経費
……活動及び市政について市民に報告するために要する経費
……市民からの市政及び会派の活動に対する要望、意見の聴取、相談等の活動に要する経費
……要請・陳情活動を行うために必要な経費
……各種会議に要する経費及び団体等が開催する意見交換会等各種会議への会派としての参加に要する経費
……資料の作成に要する経費
……必要な図書、資料等の購入に要する経費
……活動を補助する職員を雇用する経費
……必要な事務所の設置及び管理に要する経費

会　派 ともえ
（5 人）

明日への風
（4 人）

真正会
（4 人）

会派 未来
（3 人）

清友会
（5 人）

公明党
（2 人）

日本共産党
三次市会議員団

（1人）

市民の声
（1人）

三創会
（1人）

交付額 1,800,000 1,440,000 1,440,000 1,080,000 1,260,000 720,000 360,000 270,000 270,000

執行額　計 680,765 1,443,303 1,269,271 596,757 774,168 600,814 179,389 18,000 94,319

内

訳

調 査 研 究 費 343,618 294,837 252,368 189,482 235,325 198,411 24,000 18,000 60,964

研 修 費 47,775 501,797 37,910 0 100,579 0 0 0 21,345

広 報 費 7,930 125,179 636,464 14,300 0 0 0 0 0

広 聴 費 17,724 13,103 1,264 21,120 26,112 0 0 0 0
要 請 ・
陳 情 活 動 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

会 議 費 54,000 36,500 49,400 56,643 39,200 0 0 0 12,000

資 料 作 成 費 0 0 2,270 0 20,132 5,200 0 0 10

資 料 購 入 費 99,109 354,674 186,934 186,381 196,351 305,224 31,476 0 0

人 件 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事 務 所 費 110,609 117,213 102,661 128,831 156,469 91,979 123,913 0 0

差引返還額 1,119,235 0 170,729 483,243 485,832 119,186 180,611 252,000 175,681

使
途
基
準
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６月定例会を傍聴に来られた方にインタビューしました。
なぜ傍聴したの？どうだった？？これを参考にみなさん
も議会を傍聴してみませんか？

傍聴者に聞いた！傍聴者に聞いた！
第8回

「傍聴ってこうだったのか !!」「傍聴ってこうだったのか !!」「傍聴ってこうだったのか !!」

傍聴のきっかけは
何ですか？

応援している議員さんが質問をされ
るということで，傍聴に来ました。

議員さんも職員さんも，よく勉強を
されているなと感心しました。

ありがとうございました。
また傍聴に来てください。

傍聴の感想を教えて
ください！

傍聴のきっかけは
何ですか？

いつもはケーブルテレビで観ている
のですが，以前から傍聴に来てみたい
と思っていたので，今日来ました。

興味のある分野の質問を聞くことが
できて良かったです。

貴重なご意見ありがとうございます。
また傍聴に来てください。

傍聴の感想を教えて
ください！

重信委員

重信委員

 
。 

Ｋさん

Ｋさん

Ｔさん

Ｔさん

重信委員

山田委員

山田委員

山田委員

　美しい山あいの盆地に、目を見張る青さの芝生が広
がっている。歩くとフカフカな芝のじゅうたんの上で、
ボールを打って一打でも少ないカップインを目指す。
子どもから高齢者まで、誰でも楽しめるコミュニケー
ションスポーツが、みんなを笑顔にし、人気が高まって
いる。地域の努力が、人を呼び込んでいる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（月橋寿文）

74

２
０
２
２（
令
和
4
）年
8
月
10
日
発
行

9月 2日（金）に開会する予定です。
請願・陳情の提出は、8月22日（月）正午まで
　陳情・請願　市政についての意見や要望を直接市議会に提出すること。
　　　　　　　議員の紹介のあるものを請願と言います。

次回の定例会は

　
改
選
後
２
年
が
経
過
し
新
し
い
体
制
で
臨
ん
だ
６
月
定
例
会
、議

会
運
営
委
員
会
、総
務
・
教
育
民
生
・
産
業
建
設
の
３
常
任
委
員
会
、

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
、予
算
決
算
常
任
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
も
替

わ
り
、新
し
い
気
持
ち
で
委
員
会
に
ど
こ
か
新
鮮
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
各
委
員
会
で
は
、正
副
議
長
の
活
動
方
針
で
あ
る
「
所
管
事
務
調

査
や
閉
会
中
の
継
続
審
査
の
定
例
化
」を
受
け
て
い
ま
す
。

　
６
月
定
例
会
中
に
開
催
し
た
委
員
会
で
は
、付
託
さ
れ
た
議
案
審

査
等
を
協
議
し
た
後
、委
員
会
の
活
動
方
針
を
定
め
、新
メ
ン
バ
ー
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
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 「きさ安田パークゴルフ場」 
　　　　　　　　　　　　（吉舎町上安田）

インタビューと議会だよりへの掲載を快諾していただいたみなさま、ありがとうございました。
三次市議会では、傍聴者の間隔を空けるなど、感染症対策を実施して傍聴してもらえるようにしています。
ケーブルテレビでの放送やインターネット配信も実施していますので、そちらもぜひご覧ください。
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